


平素は、丸久グループに格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

　当社の２０２２年度における活動内容についてご報告いたします。

　２０２２ 年度は、「ウィズコロナ」の下、行動制限の緩和等により社会経済活動の

正常化に向けた動きが徐々にみられるようになった一年でした。

　一方で、私たちの生活は、様々な物価上昇の影響を受け、下振れへと変化し、厳し

いものになってきていることと思います。このような環境のなかでより一層、社会全

体で助け合う活動の重要性が高まってきています。

　当社においても、今後も引き続き、ＳＤＧｓ持続可能な社会のための活動（貧困問題

の解決、廃棄物の削減、リサイクルの推進など）地域社会への貢献活動、地産地消に

積極的に取り組んでまいります。

　地域に根ざすスーパーマーケットとして、お客様に安心してご利用いただけるお店

づくりと、従業員が安心して働ける職場環境づくりを進めてまいりますので、ご支援

賜りますようお願い申し上げます。
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　２０２２年度は、アルク防府店（山口県

防府市）およびアトラス萩店（山口県萩市）

の２店舗を改装しました。

ＳＤＧｓへの取組みとして、水力発電や

太陽光発電の活用によりＣＯ₂の排出ゼロ化、

トレーやペットボトルをはじめとした

リサイクル推進など地球環境に配慮した

店づくりを行いました。

２０２２年７月

２０２３年１月

アルク防府店

アトラス萩店

また、山口県下有数の農産物生産地である萩市の

アトラス萩店では、改装後地元ＪＡとの連携を図り、萩市の農産物を地元生産者から直接仕入れる

ことにより「採れたての鮮度抜群のの商品」を充実した品揃えで展開しています。

改装店舗では、冷凍機器を、より環境負荷の少ない

Ｒ４４８Ａ冷媒設備に入れ替えております。

また、冷ケース照明のＬＥＤ化、照明のＬＥＤ化を

進め省エネ・ＣＯ₂の排出量の低減化を進めています。

丸久グループでは、県産品の販売拡大に取り組む「販売協力店」に４０店舗を登録し「地産・地消」

を進めています。

アルク防府店には、

宅配便ロッカー「ＰＵＤ

Ｏステーション」を設置しております。宅配ロッカーは、受取主様の荷物

の受取をスムーズにするだけでなく、再配達が減ることで、宅配トラック

の排出するＣＯ₂の削減効果も期待できます。丸久グループでは、１０店舗

に宅配ロッカー「ＰＵＤＯステーション」を設置しており、各配達業者の

荷物が店舗の営業時間内にお受取りいただけます。
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店頭にて容器別にリサイクル資源を回収して、

資源の再利用を促進しています。
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現在１９店舗に「消費者参加型ペットボト

ル減容回収機」を導入しています。

この設備は、環境貢献活動を推進していく

と同時に、持続可能な社会づくりの担い手

を育む教育の一環としても役立って欲しい

という願いが込められております。

設備の特徴といたしましては、投入口の高

さを低くすることでお子様や車椅子ご利用

の方へも対応可能なユニバーサルデザインとなっており、設備メーカー独自の裁断方式により３分の

１以上に減容する事で、回収コストの削減も実現しております。

山口県の任命を受けて「海のジブンゴト化サポーターズ」として海洋プラスチックごみの発生抑制対策

に取り組んでいる岩国高校の生徒が考案した、海洋プラごみ削減を促すオリジナルデザインの食品トレ

ーを、県内店舗に導入しました。また店内に、海洋プラスチックごみ問題の啓発パネルやＰＯＰ、ポス

ターを掲示し、海のＳＤＧｓアクションの活動をサポートしています。
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２０２１年度に山口県の呼びかけにより始まった、海洋プラスチックごみ問題を、県民、　行政、民間企業が

一体となって考え行動するＳＤＧｓの取組で、大きく３つのアクションからなります。

多くの県民ボランティアにご協力いただく「海岸清掃」、回収したポリタンクを海色の買い物かごに生まれ変

わらせる「アップサイクル」、できあがった買い物かごをスーパーマーケットに導入し、日常における気づき

を与えエコなライフスタイルを提案する「エシカル消費」です。

今年度は、新たに７社の協賛企業が加わり、１万４千人を超える海岸清掃のボランティアの方とともに、漂着

ゴミを６５トン集めることができました。当社も協賛企業と共に５月に長門市で行われた海岸清掃に１００名

以上で参加しました。この青色のポリタンクは、細かく砕かれ、ペレットというプラスチック製品の原料にリ

サイクルされ、アップサイクル買い物かごに生まれ変わります。この活動は、官民一体となって、「ONE FOR 

OCEAN」を合言葉に、「誰もが参加できるＳＤＧｓアクション」を実践しています。
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 株式会社山口銀行と山口県内初となります

「グリーンローン」の借入契約を締結しました。

 「グリーンローン」は、企業の地球温暖化など環境

改善に向けた取り組みについてその効果を外部評価

機関からの評価を取得し借入を行うものですが、

当社の取り組みについては店舗の冷蔵冷凍設備を

省エネルギー性能が高く、オゾン層への影響のない

冷媒を用いた機器への入替を進めていることへの評価をいただきました。 「グリーンローン」を利用した

機器の入替実施は２０２２年度までに１８店舗となりました。２０２２年度 1年間の効果については

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入替実施前と比較して電力使用量が２６．６%減少、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CO₂排出量は１，５０２トン 削減が図れています。

 ２つ目のアクション「アップサイクル」として、大浦海岸（山口県長門市）等に漂着した青色のポリタ

ンクを原材料の一部に使用した買い物かごを、当社店舗に３，１８０個導入しました。

 また、センザキッチン（山口県長門市）に２００個、道の駅阿武町に１２０個寄贈しました。

 海色の買い物かごは、アルク防府店を含め、 県内７ヶ所に導入され、昨年度導入した当社の３店舗と合

わせ、県内１０ヶ所で導入されています。 

グ リ ー ン ロ ー ン 締 結

脱炭素社会の実現に向けた取り組みである『樹を育て、未来を

託す「みんなで育む明日への森」』の植樹プロジェクトに関わる

ファンド（投資信託）を購入し、その運用収益の一部がその植樹

プロジェクトに充てられています。

【資金運用による植樹支援】
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２０２３年２月２４日に津和野町と地域活性化

包括連携協定を締結しました。

この協定は、当社が自治体と連携し、地域の活

性化に向けた活動を積極的に行うもので、２０

１２年６月に山口県と締結して以来、地域に根差

すローカルスーパーマーケットとして、より地域

の方のニーズに沿った営業活動や社会貢献活動を

行うために、山口県内の各市町との協定締結を進

めてまいりました。今回の津和野町は島根県では

初の締結となりました。買物支援、観光・災害対

策など１２のテーマに関して協働して取り組み、

地域活性化と住民の方の暮らしやすいまちづくり

の実現を図ってまいります。

買物支援および地域連携の見守り活動として、

移動スーパーとくし丸事業を行っています。

２０２２年度は新たに３車の稼働がスタートし、

合計９台となりました。

●●

● ●

●●●

③サンマート人丸店エリア

④サンマート三隅店エリア

①アルク南岩国店エリア

⑤⑥アルク中関店エリア

⑦アルク牟礼店エリア
②アルク徳山中央店エリア

⑧⑨アルク新南陽店エリア
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台湾の台南市と業務提携における

基本合意書を締結しました。

この協定は台南市の優良な農産物を

海外に輸出するための友好な取引関係

の構築と、当社が台湾の農産物をお客

様に提供する事を目的としたものです。

当社は、これまでも国際貢献のために

中国へ輸出が停止された台湾産のパイ

ナップルやハタなどを積極的に販売し

てまいりました。

今後も、台湾との友好的な取引で優良

な農産物をお客様にお届けできるよう

努めてまいります。

１０月３０日（日）に防府市のサンライフ防府

にて、第６１回児童画コンクールの審査会を行

いました。２０２２年度は、「家族にありがとう」

をテーマに、山口県内の幼稚園、保育園･所（年小・年中・年長）、小学校及び特別支援学校に在園･

在学する幼児･児童の団体及び個人から４，８７０件の作品応募がありました。学年・地域ごとに１次

審査・２次審査を行い、特別賞１２作品を選出し、受賞作品をはじめ入選以上の作品につきましては、

地区ごとに各展示会場で展示いたしました。当社は、６０年以上に渡りこのような絵画企画を通して

園児・児童とそのご家族の絆を深めるお手伝いをしています。
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・子ども食堂

・児童養護施設

・支援施設・福祉施設

・女性シェルター など

フ ー ド バ ン ク 活 動

フードバンク 「食品銀行」を意味する社会貢献活動です。まだ食べられるのに、様々な理由で処分され

てしまう食品を必要とされている施設や人に届ける活動のことを言います。

支援者 お届け先⇒ ⇒

子ども食堂 子どもがひとりでも安心して来られる無料または定額の食堂。

食卓のだんらんを通じ、地域のつながりを生む場になっています。

フードバンク活動 フードバンクポスト

店舗で変形、パッケージ破損の常温商品などを、

フードバンクに提供しています。

フードバンクに寄付する商品を気軽に持ち寄れるように

コミュニティーの場所にポストを設置しています。

当社からフードバンクへの提供量

７，７４４ｋｇ

　　　当社店舗設置の

フードバンクポストの回収量

８，８４８ｋｇ

２，９９８ｋｇ

　　　 当社から

子ども食堂への提供量

青果・果物

（３０ヶ所）

当社では、コロナ禍などの様々な理由により経済的困難を

抱える子ども・子育て家庭等を支援する目的で、食品や物

資を無料配布するパントリー事業を支援しています。

２０２２年の年末から２０２３年の年始に山口県宇部市の

かねこキッズクラブが主催した、パントリーに商品の一部

を提供し、約２９０世帯にご利用いただきました。

丸久グループはフードバンクと子ども食堂を支援しています
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当社は２０１６年４月から、山口県内のスポーツ

振興を目的に、一定期間の対象 商品の売上の一部

を、 公益財団法人山口県体育協会に寄付する取組

み「チームやまぐち」 応援募金を行っております。

２０２２年度は、上記の募金として公益財団法人

山口県体育協会へ２４５，１８６円を贈呈しまし

た。贈呈した寄付は、２０２２年６月から１０月

までに販売した対象商品に関するもので、国体選

手の強化および県内のスポーツ振興に広くお役立

ていただく予定です。

チームやまぐち応援募金

■大塚製薬株式会社　　ポカリスエット他

対象商品お買上げ１点につき１円

（丸久・大塚製薬 0.5 円ずつ）を寄付

販売期間：７月１日～８月３１日　

募金額　：１３５，４２０円

■食べトレ弁当（２種類）

対象商品お買上げ 1点につき２円を寄付

販売期間： ６月１日～７月３１日
　　　　　　９月１日～１０月３１日　

募金額　： １０９，７６６円
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24 時間テレビチャリティ募金

お客様よりお預かりしました日本テレビ主催の２４

時間テレビ「愛は地球を救う」チャリティー募金を、

２０２２年９月２８日（水）にＫＲＹ山口放送株式

会社本社へお届けしました。

募金活動は、２０２２年８月１日から８月３１日まで

の間、マルキュウグループ各店（９０店舗）の

店頭に募金箱を設置し実施いたしました。

この間、地域のお客様からお預かりいたしました募金

と当社からの募金とを合わせて総額６００，０００円

を山口放送株式会社　代表取締役社長林延吉様へお渡しいたしました。この募金は、２４時間チャリティー

委員会を通じて、災害援助、福祉支援、地球環境保護支援などに使われます。多くのご協力、誠にありがと

うございました。

２０１３年７月に、山口県共同募金会とスタート

した赤い羽根共同募金「募金百貨店プロジェクト」

は、当社の店舗で販売する対象商品の売上の一部

を赤い羽根共同募金に寄付し、さらに販売店舗の

ある市町ごとに寄付が振り分けられ、それぞれの

市町の福祉サービス向上や環境保全などに役立て

られる仕組みです。

募金額は、プロジェクト参画企業（メーカー）

各社の対象商品 1点の販売につき、丸久が１円、

参画企業が１円の合計２円を寄付しています。

２０１３年７月の企画スタートから２０２３年

２月末日までに、３７社が参画し２０５商品が

対象となりました（重複したものは除く）。

累計の募金総額は、７，５０７，１４２円と

なりました。
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